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大
伴
家
持
を
「
ピ
ュ
ア

で
感
動
の
人
」
と
語
っ

た
の
は
、
万
葉
歴
史
館

の
Ｔ
さ
ん
で
あ
っ
た
。
そ
の
家

持
が
越
中
を
巡
行
し
て
、
率
直

な
感
動
を
詠
ん
だ
の
だ
が
、
本

題
は
家
持
で
も
、
Ｔ
さ
ん
の
こ

と
で
も
な
い
▼
住
職
で
、
ヨ
ッ

ト
マ
ン
の
Ｍ
さ
ん
の
こ
と
で
あ

る
。「
目
覚
め
て
悟
り
甦
る
と
、

三
倍
も
五
倍
も
輝
い
て
、
生
き

甲
斐
の
あ
る
人
生
を
送
れ
る
」

と
切
り
だ
し
て
、
公
民
館
長
と

し
て
の
活
動
の
一
端
を
語
っ
た

▼
こ
の
夏
、
中
学
一
年
生
を
対

象
に
〈
万
葉
ロ
マ
ン
『
家
持
』

能
登
巡
行
追
体
験
の
旅
〉
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
し
た
の
で
あ

っ
た
。
計
画
に
四
年
間
を
か
け
、

百
五
十
人
を
超
え
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
た
ち
の
み
な
ら
ず
、
多
く

の
人
々
に
家
持
の
「
ピ
ュ
ア
さ

と
感
動
」
を
体
感
さ
せ
た
の
で

あ
る
▼
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
っ
て
、

こ
ん
な
に
奥
深
い
の
か
。
合
い

言
葉
に
触
れ
、「
貴
い
汗
を
流
す
。

貴
重
な
時
間
を
提
供
す
る
。
大

切
な
お
金
を
ち
ょ
っ
ぴ
り
出

す
」
と
言
う
海
の
男
Ｍ
さ
ん
の

情
熱
に
接
し
て
、
す
っ
か
り
虜

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

富
山
市
南
部
地
区
の
大
山
・
大
沢
野
細
入
・
八
尾
町
・
山
田
・

婦
中
町
の
５
商
工
会
が
合
併
検
討
委
員
会
を
設
置
し
本
格
的
な
議

論
を
開
始
す
る
こ
と
に
し
た
。

　

十
一
月
六
日
に
富
山
市
の
中
小

企
業
研
修
セ
ン
タ
ー
に
於
い
て
富

山
市
南
部
地
区
五
商
工
会
の
会

長
・
副
会
長
・
専
務
理
事
・
事
務

局
長
が
一
同
に
会
し
、
十
月
に
県

連
合
会
か
ら
合
併
協
議
の
開
始
に

つ
い
て
要
請
が
あ
っ
た
こ
と
や
補

助
対
象
職
員
の
合
併
特
例
配
置
案

が
示
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、「
富
山

市
南
部
商
工
会
合
併
検
討
委
員

会
」
を
設
置
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

会
議
で
は
商
工
会
合
併
検
討
委

員
会
設
置
要
綱
案
と
予
算
案
を
承

認
し
、
委
員
長
に
川
原
敏
彦
八
尾

町
商
工
会
長
、
副
委
員
長
に
は
山

元
一
夫
大
山
商
工
会
長
を
選
出
し

た
。

　

ま
た
、
合
併
商
工
会
の
人
口
、

商
工
業
者
・
小
規
模
事
業
者
・
会

員
数
と
い
っ
た
組
織
状
況
と
先
に

示
さ
れ
た
、
合
併
支
援
策
に
よ
る

補
助
対
象
職
員
の
配
置
（
合
併
特

例
配
置
）
と
な
っ
た
場
合
の
想
定

補
助
対
象
職
員
数
を
ど
の
よ
う
に

配
置
で
き
る
か
な
ど
、
現
商
工
会

を
支
部
と
位
置
づ
け
し
た
試
案
に

よ
り
検
討
し
た
。

　

な
お
、
合
併
の
具
体
的
内
容
は

今
後
の
検
討
委
員
会
で
協
議
す
る
。

２　役員研修会、石澤県連会長秋の
叙勲

３　南砺市長・議長との懇談会、中
国人研修生歓迎式、一日経営安
定相談室

４　商工会元気シリーズモデル商店、
福祉共済医療特約

５　知的財産保護セミナー開催案内、
上海便企業等研修旅行助成、テ
ナント募集、アドバイス経営

６　チャレンジ創業・めざせ経営革
新、ワンポイント税務

７　工業部会ビジネスセミナー、税
務署からのお知らせ、中小企業
子育て支援助成金、平成１８年工
業統計調査

８　１２月各地イベント案内

　

県
商
工
会
連
合
会
は
、
十
月
十

七
日
役
員
会
、
会
長
会
議
を
開
き
、

合
併
に
係
る
補
助
対
象
職
員
の
配

置
基
準
、
給
与
規
程
の
改
正
等
に

つ
い
て
審
議
を
行
っ
た
。

　

冒
頭
石
澤
会
長
は
「
補
助
対
象

職
員
の
配
置
基
準
に
つ
い
て
、
合

併
を
契
機
に
全
国
的
に
見
直
し
が

な
さ
れ
、
本
県
に
お
い
て
も
同
様

に
見
直
し
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

か
ね
て
か
ら
要
望
を
行
っ
て
い
た

合
併
商
工
会
へ
の
優
遇
措
置
が
県

か
ら
示
さ
れ
た
。
一
次
（
二
十
年

迄
）
二
次
（
二
十
三
年
迄
）
で
の

合
併
を
お
願
い
し
た
い
」
と
挨
拶

し
た
。

　

県
の
提
案
は
、
補
助
対
象
職
員

の
配
置
基
準
に
つ
い
て
は
合
併
を

前
提
に
、
経
営
指
導
員
は
現
在
の

体
制
を
維
持
し
、
補
助
員
は
特
例

加
算
に
よ
り
人
員
確
保
、
記
帳
専

任
職
員
は
ブ
ロ
ッ
ク
に
二
人
と
し
、

事
務
量
に
応
じ
た
謝
金
制
度
で
補

う
。
支
所
責
任
者
と
し
て
小
規
模

事
業
者
数
五
百
人
以
上
の
商
工
会

に
一
人
設
置
す
る
こ
と
な
ど
で
あ

る
。
こ
の
内
容
の
説
明
の
後
、
給

与
規
程
の
改
正
、
組
織
財
政
専
門

委
員
会
の
審
議
状
況
に
つ
い
て
協

議
し
た
ほ
か
、
新
た
に
補
完
型
医

療
共
済
と
し
て
、
会
員
福
祉
共
済

に
疾
病
に
よ
る
入
院
を
カ
バ
ー
す

る「
会
員
福
祉
共
済
型
医
療
特
約
」

を
導
入
す
る
こ
と
な
ど
を
決
め
た
。
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合
併
検
討
委
員
会
が
発
足

合
併
検
討
委
員
会
が
発
足

合
併
検
討
委
員
会
が
発
足

役
員
会
・
会
長
会
議

補
助
対
象
職
員
の

配
置
基
準
等
審
議

役
員
会
・
会
長
会
議

補
助
対
象
職
員
の

配
置
基
準
等
審
議
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富
山
県
商
工
労
働
部
長

　

藤
木
俊
光　
氏　

県
内
産
業
の
現
状
等
と
男
女
共
同
参
画
の
企
業
経
営

の
づ
く
り
県
」
と
し
て
の
伝
統
を

も
っ
て
い
る
。
部
品
や
素
材
加
工

が
多
い
の
は
強
み
で
あ
り
、
特
に

本
県
は
、
基
礎
素
材
型
の
部
品
製

造
加
工
が
多
く
、
こ
の
強
み
を
活

か
し
て
次
の
展
開
を
期
待
し
た
い
。

　

第
三
次
産
業
で
は
、
全
国
的
に

一
事
業
所
当
た
り
の
販
売
額
が
低

い
。
こ
れ
は
県
民
の
可
処
分
所
得

が
全
国
一
位
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

平
均
消
費
は
四
十
二
位
で
あ
る
こ

と
か
ら
も
、
お
金
を
使
う
環
境
が

不
十
分
な
た
め
で
あ
り
、
そ
れ
を

引
き
戻
す
よ
う
な
商
品
・
商
店
の

　

富
山
県
商
工
会
連
合
会
の
役
員
研
修
会
が
十
一
月
六
日
、
富

山
市
内
に
お
い
て
商
工
会
正
副
会
長
並
び
に
事
務
局
責
任
者
等

が
出
席
し
て
開
催
さ
れ
た
。
講
師
に
富
山
県
商
工
労
働
部
長
藤

木
俊
光
氏
と
Ｎ
Ｅ
Ｃ
ラ
ー
ニ
ン
グ
㈱
代
表
取
締
役
執
行
役
員
社

長
内
海
房
子
氏
か
ら
、
県
内
産
業
の
現
状
等
と
男
女
共
同
参
画

の
企
業
経
営
に
つ
い
て
お
話
を
聞
い
た
。

る
も
の
の
総
じ
て
緩
や
か
な
景
気

回
復
を
続
け
て
い
る
。
し
か
し
、

中
小
企
業
に
は
実
感
の
な
い
景
気

回
復
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
の
要
因
と
し
て
、
原
油
価
格
、

原
材
料
の
上
昇
が
あ
り
、
当
面
は

高
い
価
格
で
推
移
す
る
と
思
わ
れ

こ
れ
が
経
営
に
大
き
く
影
響
し
て

い
る
。

　

富
山
県
の
産
業
構
造
は
第
二
次

産
業
の
ウ
ェ
イ
ト
が
大
き
く
「
も

商
工
会
役
員
研
修
会

　

藤
木
部
長
は

「
県
内
経
済
は
一

部
に
停
滞
感
は
あ

展
開
が
求
め
ら
れ
る
」。

　

ま
た
、
商
工
会
へ
の
役
割
と
期

待
に
つ
い
て
は
「『
待
ち
』
で
は
な

く
『
Ｐ
ｕ
ｓ
ｈ
』
型
の
活
動
へ
転

換
し
て
ほ
し
い
。
地
域
の
問
題
に

積
極
的
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
、
き
め

細
か
な
相
談
指
導
と
若
手
経
営
者
、

創
業
者
を
育
て
る
活
動
を
期
待
し

て
い
る
。
こ
れ
に
応
え
ら
れ
る
体

制
づ
く
り
は
重
要
課
題
で
あ
り
、

県
と
し
て
も
、
合
併
し
て
機
能
強

化
す
る
商
工
会
に
は
支
援
し
て
い

き
た
い
」
と
話
さ
れ
た
。

画
社
会
に
向
け
た
取
り
組
み
は
、

日
本
で
も
着
実
に
広
が
っ
て
お
り
、

生
産
性
の
向
上
や
優
秀
な
人
材
確

保
と
い
っ
た
効
果
が
期
待
さ
れ
て

い
る
。

　

富
山
県
は
、
女
性
の
共
働
き
率
、

平
均
勤
続
年
数
と
も
全
国
三
位
に

あ
り
、
ま
た
、
平
均
月
間
実
労
働

時
間
も
全
国
を
大
き
く
上
回
っ
て

　

内
海
社
長
は

「
企
業
戦
略
と
し

て
の
男
女
共
同
参

い
る
が
、
管
理
職
に
占
め
る
女
性

の
割
合
は
全
国
を
下
回
っ
て
い
る
。

　

男
女
雇
用
機
会
均
等
法
、
男
女

共
同
参
画
社
会
基
本
法
が
施
行
さ

れ
、
最
近
は
勤
続
年
数
も
九
年

〜
十
年
に
伸
び
て
い
る
こ
と
を
考

え
る
と
女
性
は
す
ぐ
に
辞
め
る
か

ら
責
任
あ
る
仕
事
は
任
せ
ら
れ
な

い
と
言
え
な
く
な
っ
た
」。

　

ま
た
、
女
性
を
活
用
す
る
三
つ

の
キ
ー
と
し
て
「
①
決
め
つ
け
な

い
こ
と
で
能
力
を
引
き
出
し
②
期

待
す
る
こ
と
で
能
力
向
上
に
つ
な

げ
③
期
待
に
応
え
る
た
め
に
鍛
え

る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
」
と
熱
く

語
ら
れ
た
。

　

Ｎ
Ｅ
Ｃ
ラ
ー
ニ
ン
グ
㈱

　

代
表
取
締
役
執
行
役
員
社
長 
内
海
房
子　
氏　

県
内
産
業
の
現
状
と

商
工
会
へ
の
期
待
に
つ
い
て

男
女
共
同
参
画
社
会
に

お
け
る
企
業
経
営

���������	
�
福祉共済があなたの　
暮らしをまもります。

わずかな掛金で事故や
ケガを補償します。　

お申込・お問い
合わせはお近くの
商工会へ

掛金・共済金は、
年齢・性別・職種に
関係なく一律！

充実した
入院・通院補償！

国内外・２４時間
フルカバー！

手術にも
手厚い補償！

高水準の入院補償と
死亡補償を両立！

疾病入院見舞金
を追加！

　このほど秋の叙勲受章者が発表され、
石澤義文県商工会連合会長が晴れの

「旭日中綬章」を受章された。
　石澤会長は、県議６期、福岡町長５期の計４３年にわ
たって政治家として地域の発展に貢献され、市長村合
併では、高岡市との合併に尽力された。
　商工関係では、㈱石澤商事の経営に携わる中、昭和
５８年から福岡町商工会長として、中心市街地の活性化
やイベントによるまちおこしに取り組まれるとともに、
平成５年に富山県商工会連合会長に就任され、その温
厚な人柄と行動力をもって本県産業の振興発展に努め
られた。また、中国遼寧省からの技術研修生受け入れ
など中国との交流を積極的に推進された。現在は行財
政改革が進む中、商工会の合併は避けて通れない問題
として、商工会同士の合併に情熱を傾けて取り組んで
おられる。これらの功績が認められ今回の受章となっ
た。

������
��������

��������
富山県商工会連合会長

　　　　　石　澤　義　文
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南
砺
市
の
溝
口
市
長
、
島
田

市
議
会
議
長
と
市
内
七
商
工
会

長
と
の
懇
談
会
が
十
一
月
一
日
、

南
砺
市
内
で
開
催
。
南
砺
・
庄

川
広
域
協
議
会
事
業
の
取
り
組

み
を
説
明
し
た
後
、
活
発
な
意

見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

南
砺
市
長
・

同
市
議
会
議
長

と
の
懇
談
会

最近の県内経済情勢

�個人消費�

　持ち直しの動きがみら
れる。

�生　　産�

　増加している。

�設　　備�

　引き続き増加している。

�雇用情勢�

　厳しさが残るものの、
引き続き改善している。

�企業倒産

　増加した。

（県商工労働部商工企画課調査）

　

石
澤
会
長
が
「
商
工
会
の
組
織

再
編
を
進
め
て
い
る
が
、
一
方
で

は
地
域
の
伝
統
文
化
を
守
り
地
域

の
活
力
維
持
に
努
め
て
お
り
、
こ

れ
ま
で
以
上
の
支
援
を
お
願
い
し

た
い
」
と
挨
拶
。

　

意
見
交
換
に
入
り
、
各
商
工
会

長
よ
り
「
子
育
て
支
援
な
ど
を
含

め
た
人
口
増
加
策
を
推
進
さ
れ
た

い
」、「
新
市
と
し
て
中
心
市
街
地

活
性
化
の
整
備
計
画
は
」、「
観
光

へ
の
支
援
を
」、「
合
併
実
現
ま
で

支
援
を
お
願
い
し
た
い
」
な
ど
の

意
見
、
要
望
が
だ
さ
れ
た
。
溝
口

市
長
は
「
人
口
減
少
に
対
す
る
子

育
て
支
援
と
し
て
保
育
料
を
低
額

に
し
て
い
る
ほ
か
、
中
心
市
街
地

の
整
備
は
、
各
商
工
会
で
の
策
定

が
望
ま
し
く
支
援
し
た
い
。
五
箇

三
村
の
観
光
は
重
視
し
て
お
り
、

出
向
宣
伝
や
パ
ン
フ
作
成
な
ど
で

協
力
し
た
い
」
ま
た
、
島
田
議
長

は
「
商
工
会
の
合
併
は
避
け
て
通

れ
ず
、
当
局
と
と
も
に
支
援
し
た

い
」
と
述
べ
ら
れ
た
。

��������	
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芳
明
県
職
業
能
力
開
発
課
長
か
ら

祝
辞
が
述
べ
ら
れ
た
の
に
続
き
、

派
遣
側
を
代
表
し
て
宋
淑
芳
遼
寧

省
国
際
交
流
協
会
秘
書
長
が
激
励
。

次
に
研
修
生
代
表
の
妾
維
維
さ
ん

（
氷
見
＝
リ
ラ
イ
エ
ン
ス
）
が
、

中
国
国
内
の
事
前
研
修
で
習
い
覚

え
た
日
本
語
で
「
研
修
生
活
を
大

切
に
過
ご
し
、
遼
寧
省
と
富
山
県

の
技
術
交
流
と
友
好
発
展
に
努
力

し
た
い
」
と
謝
辞
を
述
べ
た
。

　

研
修
生
は
、
来
年
十
月
ま
で
、

受
入
企
業
で
技
術
習
得
に
励
む
こ

と
に
し
て
い
る
。

中国遼寧省からの５６名の研修生

　

県
商
工
会
連
合
会
は
十
一
月
六

日
、
富
山
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル

に
お
い
て
第
十
五
次
中
国
遼
寧
省

技
術
研
修
生
五
十
六
名
の
歓
迎
式

を
行
っ
た
。

　

石
澤
会
長
が
「
本
事
業
も
記
念

す
べ
き
十
五
周
年
を
迎
え
、
着
実

に
実
績
を
あ
げ
、
両
県
省
か
ら
評

価
さ
れ
て
い
る
。
健
康
に
十
分
留

意
し
、
日
本
の
文
化
や
風
土
に
早

く
慣
れ
、
実
り
あ
る
研
修
と
な
る

こ
と
を
期
待
し
た
い
」
と
挨
拶
。

　

県
商
工
労
働
部
長
代
理
の
川
嶋

経営上の悩みや疑問について、
お気軽にご相談下さい（無料）。

　●開催日・場所●　
（午後１時～午後５時）

１１月
２１日（火）　上市町商工会（カミール３Ｆ）
２２日（水）　戸出商工会館
２４日（金）　大門総合会館
２８日（火）　和合商工会館

１２月
４日（月）　小矢部商工会館
５日（火）　大沢野細入商工会館
６日（水）　福光会館
８日（金）　入善町商工会館

―― 連絡先 ――
●最寄りの各商工会
●富山県商工会連合会　経営安定対策班

�076-441-2716

溝口市長・島田議長と活発な意見
交換が行われた　　　　　　　　
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住　所　射水市小島９７１
ＴＥＬ　０７６６－５２－３７１９
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メンズ＆レディスファッション
専門店

店店 長長
清清 水 久 義水 久 義

　

シ
ミ
ズ
は
、
県
道
富
山
・
高
岡

線
（
旧
国
道
八
号
線
）
沿
い
に
あ

る
郊
外
型
の
メ
ン
ズ
＆
レ
デ
ィ
ー

ス
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
専
門
店
で
あ
る
。

売
場
面
積
約
百
二
十
坪
の
店
内
に

は
紳
士
服
、
婦
人
服
、
カ
ジ
ュ
ア

ル
の
他
に
、
バ
ッ
グ
、
靴
等
が
ト

ー
タ
ル
で
揃
え
ら
れ
て
い
る
。

　

郊
外
型
大
型
Ｓ
Ｃ
、
量
販
店
等

の
進
出
が
め
ざ
ま
し
い
近
年
で
あ

る
が
、
シ
ミ
ズ
で
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
専
門
店
と
し
て
、
高
感
度
・
高

品
質
の
商
品
構
成
、
そ
し
て
、
顧

客
満
足
を
第
一
に
考
え
た
接
客
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
に
よ
り
、
他
店
と

の
差
別
化
を
図
っ
て
い
る
。

　

昨
年
九
月
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に

よ
り
、
高
級
感
あ
る
大
人
の
雰
囲

気
を
持
っ
た
店
舗
に
生
ま
れ
変
わ

っ
た
。
テ
ー
マ
別
の
コ
ー
ナ
ー
展

開
、
ゆ
っ
た
り
と
会
話
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
る
コ
ー
ヒ
ー
カ
ウ
ン

タ
ー
。
物
販
と
し
て
だ
け
で
な
く

時
間
を
楽
し
む
空
間
と
な
っ
て
い

る
。

　

商
品
も
シ
ー
ズ
ン
毎
に
ブ
ラ
ン

ド
の
見
直
し
を
行
い
、
イ
ン
ポ
ー

ト
商
品
も
積
極
的
に
揃
え
て
い
る
。

Ｔ
Ｖ
や
雑
誌
で
話
題
の
サ
ン
グ
ラ

ス
や
ア
ク
セ
サ
リ
ー
類
も
豊
富
に

揃
い
、
最
近
で
は
ゴ
ル
フ
ブ
ラ
ン

ド
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。
ス
ー

ツ
、
シ
ャ
ツ
等
で
は
オ
ー
ダ
ー
が
、

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
指
向
の
顧
客
に
人

気
だ
と
い
う
。　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
、

イ
ン
テ
リ
ア
部
門

へ
も
進
出
し
、
常

に
敏
感
に
情
報
収

集
し
、
ワ
ン
ラ
ン

ク
上
の
満
足
感
を

提
供
で
き
る
よ
う

に
心
が
け
て
い
る
。

大
型
店
等
に
対
抗
し
た
商
品
構

成
・
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
差
別
化

常
に
新
し
い
商
品
を

導
入

シックで落ち着いた雰囲気のある店舗

ワ
ン
ラ
ン
ク
上
の

満
足
感
を
提
供

高級感をイメージした店内

会員福祉共済を補完するための医療共済（特約）をセットできることになりました。

《医療特約部分の概要》

※お申し込み、お問い合わせは、地元商工会までお願いします。

会員福祉共済に被共済者として加入している方（告知必要）加入できる方（被共済者）

満６６歳～満７４歳満６歳～満６５歳加 入 年 齢

月々１，０００円（会員福祉共済の掛金に追加）掛  金 （ 掛 捨 て ）

１日あたり４，０００円１日あたり５，０００円１日あたり支給額（疾病入院）

１２０日１ 入 院 支 払 限 度 日 数

日数制限なし（契約が継続されている限り）入 院 通 算

なし。入院１日目（日帰り入院）から補償免 責 日 数

手術の種類により、１日あたり支給額の４０、２０、１０倍手 術 給 付 金

全国商工会会員福祉共済・医療特約全国商工会会員福祉共済・医療特約
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今
年
も
忘
年
会
シ
ー
ズ
ン
で
あ

る
。
仕
事
で
各
地
へ
旅
を
し
て
い

る
が
、
最
近
は
個
人
客
を
大
切
に

す
る
旅
館
の
経
営
姿
勢
が
嬉
し
い
。

そ
し
て
価
格
破
壊
が
進
み
、
安
価

で
一
夜
を
楽
し

め
る
こ
と
は
有

り
難
い
。

　

泊
ま
れ
ば
宿

の
サ
ー
ビ
ス
態
度
が
気
に
か
か
る
。

基
本
は
「
サ
ー
ビ
ス
業
の
４
Ｓ
」

の
徹
底
で
あ
る
。
応
対
は
「
親
切

か
」、
室
内
外
は
「
清
潔
か
」、
お

願
い
し
た
対
応
に
「
ス
ピ
ー
ド
感

は
あ
る
か
」、
接
客
は
最
後
ま
で

　

汚
さ
は
絶
望
的
な
サ
ー
ビ
ス
で

あ
る
し
、
笑
顔
の
乏
し
さ
は
不
愉

快
で
あ
る
。
こ
ん
な
こ
と
は
経
営

す
る
側
は
十
分
に
分
か
っ
て
い
る

こ
と
だ
が
、
き
っ
と
、
忙
し
さ
が

つ
く
り
出
し
て
い
る
問

題
点
で
あ
ろ
う
。

　

飲
酒
運
転
は
罪
悪
・

犯
罪
で
あ
る
。
今
、
皆

が
交
通
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
は
国

民
的
な
使
命
で
あ
る
。
だ
か
ら
今

年
は
泊
り
で
行
う
忘
年
会
が
増
え

そ
う
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
楽
し
み

を
盛
り
上
げ
る
気
分
の
良
い
サ
ー

ビ
ス
が
欲
し
い
。

「
ス
マ
イ
ル
か
」
で
、
余
韻
は
異

な
る
。

　

古
い
経
営
書
に
は
「
一
人
の
客

は
二
十
人
に
影
響
を
与
え
る
」
と

い
う
話
が
あ
る
。
宿
泊
し
た
宿
、

忘
年
会
を
行
っ
た
料
理
店
で
味
わ

っ
た
楽
し
い
話
題
は
長
く
続
く
も

の
で
あ
る
。
再
び
訪
れ
た
い
宿
、

ま
た
食
事
を
し
た
い
店
で
あ
れ
ば
、

周
囲
の
人
に
も
勧
め
る
こ
と
が
出

来
る
。

アドバイス
経 営�
�
�
�
�
�
�
�
�
	

経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト　

大
橋　

隆
士

アイシン新和協力工場

東京海上火災保険代理店

有限会社　上田商事

入善町入膳２９３

�　　７２‐０２７２㈹

FAX　７４‐１６４０　

こぶし、じょうべのま　　
さわすぎ、ストロベリー　
にゅうぜん、長崎カステラ

お菓子の殿堂

�
入善町銀座通り
TEL　７２‐０２６７
FAX　７２‐０２４４

清掃一般・下水管高圧洗浄工事
一般廃棄物、産業廃棄物収集運搬

㈱新川ビルサービス

本　店　入善町入膳5189　　
TEL74‐0246　FAX74‐2525

　　富山支店　富山市新庄町282‐4
　　　　　　　TEL076‐423‐3556

�セミナーの目的�

　このセミナーでは知的財産に係わる様々な問題
を抱える方々を対象に知的財産創出から保護、活
用等を学びます。

�主 な 内 容�

○知的財産が注目された理由
○知的財産権の内容
○特許について　○特許出願と効果
○すごい特許の力　○ライセンス契約で収入増大

　　１　日　時
　　１２月８日 »　１４：００～１６：３０

　　２　会　場
　　富山県中小企業研修センター

（富山市赤江町１番７号）　　

　　３　講　師
　　財団法人　発明学会会長　 中 　 野 　 勝 　 征  氏

なか の かつ ゆき

〈お申し込み・お問い合わせ〉

富山県商工会連合会

�076-441-2716
ホームページからでも申し込みができます。

http://www.shokoren-toyama.or.jp/

　

企
業
及
び
経
済
団
体
等
が
、
富

山
―
上
海
線
を
往
復
で
利
用
し
て

研
修
旅
行
（
５
名
以
上
）
を
実
施

し
た
場
合
、
費
用
の
一
部
が
助
成

さ
れ
ま
す
。

【
助
成
事
業
の
概
要
】

　

平
成　

年　

月
１
日
〜　

年
３

１８

１０

１９

月　

日
ま
で
に
行
わ
れ
る
研
修
旅

２４
行
で
、
助
成
額
は
、
一
人
当
た
り

五
千
円
、
但
し
一
助
成
団
体
十
万

円
を
限
度
で
す
。

〈
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

富
山
県
知
事
政
策
室
総
合
交
通

政
策
課
内
上
海
便
を
育
て
発
展
さ

せ
る
会
事
務
局�
０
７
６
―
４
４

４
―
４
０
３
９

　

県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
様
式

を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
申
請
が
で

き
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

お問い合わせ先
富山市赤江町１番７号 富山県商工会連合会 企画研修課
℡076-441-2716

場所　富山県中小企業研修センター
　　　富山市赤江町１番７号
面積　１４５㎡　　　用途　飲食、事務所等

＊分割利用について応相談
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平成１８年度知的財産啓発事業
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め
た
の
が
き

っ
か
け
で
す

ね
。（
笑
）」。

現
在
は
自
宅

玄
関
横
に
あ

る
６
畳
程
の

車
庫
を
改
装

し
、
生
チ
ョ

コ
製
造
の
工

房
に
し
て
、

材
料
の
加
工

か
ら
調
理
、

パ
ッ
ケ
ー
ジ

デ
ザ
イ
ン
ま

で
全
て
一
人

で
こ
な
し
て
い
る
。
時
々
奥
さ
ん

も
手
助
け
す
る
が
…
…
。

�
事
業
方
針
・
営
業
方
針

　

当
初
は
ア
メ
リ
カ
の
生
チ
ョ
コ

を
製
造
し
て
い
た
が
、「
せ
っ
か
く

利
賀
で
作
る
の
だ
か
ら
、
こ
こ
で

し
か
作
れ
な
い
も
の
を
作
ろ
う
」

と
、
利
賀
の
特
産
品
で
あ
る
そ
ば

を
活
用
し
、
そ
ば
の
付
加
価
値
を

高
め
よ
う
と
二
作
目
に
『
そ
ば
の

実
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
』
を
作
り
、
三

作
目
は
同
じ
五
箇
山
で
製
造
し
て

い
る
地
酒
・
三
笑
楽
の
大
吟
醸
酒

粕
を
使
い
『
蔵
出
し
大
吟
醸
ト
リ

ュ
フ
』
を
考
案
し
た
。

�
創
業
の
動
機
・
経
緯

　

生
ま
れ
も
育
ち
も
大
阪
と
い
う

金
光
さ
ん
。
大
阪
で
は
グ
ラ
フ
ィ

ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
働
い
て

お
ら
れ
た
が
、
子
供
の
気
管
支
炎

を
和
ら
げ
る
た
め
、
仕
事
を
辞
め

て
家
族
で
利
賀
村
に
引
っ
越
し
て

来
た
。

　

利
賀
村
で
「
人
生
第
二
の
チ
ャ

レ
ン
ジ
」
と
始
め
た
の
が
、
チ
ョ

コ
レ
ー
ト
作
り
だ
っ
た
。
そ
も
そ

も
の
き
っ
か
け
は
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
に
留
学
し
て
い
た　

代
の
頃
、

２０

五
番
街
に
あ
る
お
店
の
生
チ
ョ
コ

に
夢
中
に
な
り
、
食
べ
る
だ
け
で

は
飽
き
た
ら
ず
、
自
分
で
作
り
始

　

お
客
様
に
好
評
を
得
て
、
今
年

の
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
に
は
ア
ピ

タ
・
ユ
ニ
ー
系
列
で
限
定
販
売
さ

れ
、
早
々
と
品
切
れ
に
な
る
く
ら

い
。
ま
た
、
販
路
の
拡
大
で
は
チ

ョ
コ
レ
ー
ト
を
販
売
で
き
る
お
店

を
探
し
て
い
る
の
で
お
気
軽
に
チ

ョ
コ
ラ
ー
テ
Ｋ
Ｉ
Ｙ
Ｏ
に
ご
連
絡

願
い
た
い
。

�
今
後
の
展
開
や
抱
負

　

生
産
能
力
の
向
上
と
新
商
品
の

開
発
、
ま
た
、
移
動
販
売
車
に
よ

る
販
売
に
も
力
を
入
れ
、
ネ
ー
ム

バ
リ
ュ
ー
を
得
ら
れ
る
よ
う
努
力

し
て
い
く
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

こ
れ
か
ら
も
お
客
様
に
喜
ん
で
頂

け
る
商
品
作
り
に
利
賀
の
大
自
然

の
恵
み
を
取
り
入
れ
な
が
ら
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
考
え
で
あ
る
。

№123

け
た
場
合

　

æ”
年
の
中
途
で
退
職
し
た
人

　

例
外

　

但
し
、
年
の
中
途
で
退
職
し
た

場
合
に
お
い
て
も
次
に
該
当
す
る

場
合
は
、
そ
の
時
に
年
末
調
整
を

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

æ‚
死
亡
に
よ
り
退
職
し
た
場
合

　

æ„
海
外
に
転
勤
し
た
こ
と
に
よ

り
非
居
住
者
と
な
っ
た
場
合

　

æ”
著
し
い
心
身
の
障
害
の
た
め

退
職
し
た
場
合
で
そ
の
年
中

に
再
就
職
す
る
こ
と
が
明
ら

か
に
不
可
能
で
そ
の
後
給
与

等
の
支
払
を
受
け
て
い
な
い

場
合

　

æ»　

月
の
給
与
等
の
支
払
を
受

１２け
た
後
に
退
職
し
た
場
合

（
税
理
士　

菅
原
昌
仁
）

　

Ｑ

�

年
の
中
途
で
退
職
し
た
従

業
員
に
つ
い
て
、
年
末
調
整
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
し
ょ
う

か
。

　

Ａ

�

年
末
調
整
の
対
象
者

　

年
末
調
整
は
、「
給
与
所
得
者
の

扶
養
控
除
等
申
告
書
」
を
提
出
し

た
給
与
所
得
者
が
対
象
に
な
り
ま

す
。
し
か
し
、
次
に
該
当
す
る
者

は
年
末
調
整
の
対
象
者
か
ら
は
ず

れ
ま
す
。

　

æ‚
給
与
の
収
入
金
額
が
２
千
万

円
を
超
え
る
人

　

æ„
災
害
に
よ
り
被
害
を
受
け

「
災
害
被
害
者
に
対
す
る
租

税
の
減
免
、
徴
収
猶
予
等
に

関
す
る
法
律
」
の
適
用
を
受

退
職
者
の
年
末
調
整

���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������� ���������������������������������������������������������������������������������������� ��������������������������������������������

������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������ �������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������� ��������������������������������������������

創 業 平成９年１２月
店 主 金光 清幸
所在地 南砺市利賀村百瀬川１２－２９
ＴＥＬ／ＦＡＸ ０７６３－６８－２５４０
営業時間 ９：００～１７：００
定休日 不定休（原則無休）

利
賀
生
ま
れ
の
手
作
り
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

を
販
売
す
る
移
動
車
と　
　
　
　
　
　

チョコラーテＫＩＹＯ
の創業

自然豊かな南砺市利賀で手作りのチョコレートを作る

中小企業と歩む『信用保証』
売掛債権を担保に　→　売掛債権担保融資保証
新たな資金調達に　→　中小企業特定社債保証
創 業 に　→　創 業 関 連 保 証
経 営 革 新 に　→　経 営 革 新 関 連 保 証
事 業 の 再 生 に　→　事 業 再 生 保 証

富山県信用保証協会
本　　　所　富山市総曲輪２丁目１番３号（富山商工会議所ビル４・５階）
　　　　　　　　　TEL　（０７６）４２３－３１７１
　　　　　　　　　　　　　　http://www.cgc-toyama.or.jp/
高岡相談室　高岡市丸の内１番４０号（高岡商工ビル８階）
　　　　　　　　　TEL　（０７６６）２１－６８２０
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会員になられますと…

ふれあいクラブで

大きな特典

パソコンからサーバーまで全ておまかせください！

株式会社 不二越情報システム
〒９３０‐０９６５　富山市不二越本町１‐１‐１

TEL：０７６‐４９３‐７２０１　e-Mail：fiscc@nachi.co.jp

・製品の販売・保守
・OAサプライ販売
・システム開発
・セキュリティ
・コンサルティング

一度、ご相談ください。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
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�
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�
�
�

○
第
二
回
建
設
業

　

〜
建
設
業
の
新
た
な
挑
戦
〜

　

日
時　

平
成　

年
１
月　

日�

１９

１９

　
　
　
　
　

：

　

〜　

：

　

１３

３０

１６

３０

　

場
所　

富
山
県
中
小
企
業
研
修

セ
ン
タ
ー

　

講
師

　

①
東
北
カ
ー
ボ
ン
㈱　

村
山
勝

四
郎
氏

　

テ
ー
マ
「
建
設
業
か
ら
リ
サ
イ

ク
ル
木
炭
の
製
造
へ
」

　

②
㈲
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
フ
ォ

ー
ム　

松
雪
文
彦
氏

　

テ
ー
マ
「
成
功
・
失
敗
事
例
で

知
る
建
設
業
の
革
新
手
法
」

《
お
問
い
合
わ
せ
先
》
富
山
県
商

工
会
連
合
会
広
域
指
導
課�
０
７

６
―
４
４
１
―
２
７
１
６

　

「
製
造
業
」、「
建
設
業
」
の
企

業
体
質
強
化
・
育
成
を
図
り
今
後

の
企
業
経
営
に
資
す
る
こ
と
を
目

的
に
開
催
し
ま
す
。

○
第
一
回
製
造
業

　

〜
技
術
・
技
能
伝
承
と

人
づ
く
り
〜　

　

日
時　

平
成　

年　

月　

日�

１８

１２

１５

　
　
　
　
　

：

　

〜　

：

　

１４

００

１６

００

　

場
所　

富
山
県
中
小
企
業
研
修

セ
ン
タ
ー

　

講
師　

㈱
松
崎
マ
ト
リ
ク
ス
テ

ク
ノ　

松
崎
八
十
雄
氏

　

テ
ー
マ　

「
事
例
に
学
ぶ
技
能

伝
承
と
人
材
育
成
」

【
目
的
・
意
義
】

　

統
計
法
に
基
づ
く
指
定
統
計
調

査
で
、
我
が
国
の
工
業
の
実
態
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
お
り
、
そ
の
結
果
は
、
国
や
都

道
府
県
の
産
業
振
興
計
画
な
ど
の

基
礎
資
料
と
な
る
ほ
か
、
広
く
一

般
に
利
用
さ
れ
ま
す
。

【
調
査
期
日
】平
成　

年　

月　

日

１８

１２

３１

【
調
査
対
象
】製
造
業
を
含
む
事
業

所
で
次
の
と
お
り
で
す
。

　

甲
調
査：

従
業
者
（
臨
時
雇
用

者
を
除
く
）　

人
以
上
の
事
業
所

３０

　

乙
調
査：

従
業
者
（
臨
時
雇
用

者
を
除
く
）
４
〜　

人
未
満
の
事

２９

業
所

【
調
査
内
容
】従
業
者
数
、
製
造
品

出
荷
額
、
現
金
給
与
総
額
、
原
材

料
使
用
額
、
有
形
固
定
資
産
な
ど
。

　

調
査
票
で
お
答
え
い
た
だ
い
た

内
容
は
、
統
計
作
成
の
目
的
以
外

に
使
用
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
調
査
員
が
お
伺
い
し
た

際
に
は
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

調
査
の
内
容
に
関
す
る
お
問
い

合
わ
せ
は
、
県
統
計
調
査
課
商
工

係
（�
０
７
６
―
４
４
４
―
３
１

９
３
）
貴
事
業
所
所
在
の
市
町
村

統
計
担
当
課

＜社員の子育て支援を行う中小企業に対して
新しい助成金ができました！＞

　平成１８年４月以降、育児休業取得者や育児短時間勤
務制度適用者が初めて出た中小企業事業主に対し支給
される助成金です。

始めてみませんか？ e-Tax
（国税電子申告・納税システム）

�����������	
��
�������
����������

　e-Tax（国税電子申告・納税システム）を利用
すると……　

�自宅やオフィスから申告や納税ができます。
　①申告（所得税、法人税、消費税、酒税、印紙税）
　②法定資料の提出　③納税（全税目）
　④申請・届出など

�源泉所得税の毎月納付、消費税の中間申告・
納付など、ご利用回数の多い手続に大変便利
です。

�国税庁ホームページの「確定申告書等作成コ
ーナー」で作成したデータをe-Taxに引き継
いで電子申告することができます。

もっと詳しい情報はe-Taxホームページ

http://www.e-tax.nta.go.jp

�
��
�
�
�
�
�
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支
給
額

制度の利用期間

２年超１年超２年以下６か月以上１年以下

１００万円（６か月以上であればよい）育児休業
１人目

１００万円８０万円６０万円育児短時間勤務

６０万円（６か月以上であればよい）育児休業
２人目

６０万円４０万円２０万円育児短時間勤務

お問い
合わせ

富山労働局雇用均等室
富山市桜橋通り２－２５　富山第一生命ビル２階
電話（０７６）４３２－２７４０　Fax（０７６）４３２－３９５９

主
な
支
給
要
件

�中小企業事業主（常時雇用する労働者が１００人以
下。業種は問わない。）であること。

�次世代育成支援対策推進法に基づく一般事業主
行動計画を策定し、労働局に届け出ていること。
�最低限、利用者の出た制度（育児休業又は育児
短時間勤務）の規定があること。
�育児休業・育児短時間勤務を、社内で初めて利
用した労働者が出た場合に、２人目まで支給。
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お問合せ先日　時イベント名

０７６６‐５５‐００７２小杉商工会１２／１�～１／３�ツゥインクルナイト in 小杉

０７６３‐６４‐２２３９井口商工会１２／３�　１２：００第２回チンドンフェスタ

０７６‐４８５‐２３４１大沢野細入商工会神通支所１２／９�～１０�猪谷関所飛越ふれあい祭り

０７６‐４６７‐１９６３大沢野細入商工会１２／１０�　１０：００ぶり・ノーベル・出世街道祭り in おおさわの

０７６３‐５５‐１３２６IOX AROSAスキー場１２／１５�　８：００IOX AROSAスキー場開き

０７６‐４５７‐２１１１山田総合行政センター１２／１６�牛岳温泉スキー場開き

０７６６‐３６‐０２４６中田イルミナイト実行委員会１２／１７�～２３�イルミナイト FANTASY in 中田

０７６３‐２２‐２５３６福野商工会１２／２７�歳の大市

０７６５‐６２‐１５１５宇奈月温泉観光協会１２月下旬宇奈月温泉スキー場開き

０７６６‐５３‐１００５櫛田神社社務所正月初詣準備の射水市（大門）櫛田神社

　

慶
安
三
年
の
町
立
て
と
と
も
に
、

二
と
七
の
つ
く
日
に
市
が
許
さ
れ

て
以
来
、
三
百
五
十
年
余
り
。
朝

市
は
四
月
か
ら
十
二
月
ま
で
続
け

ら
れ
毎
年
最
後
の
十
二
月
二
十
七

日
に
は
、「
歳
の
大
市
」
が
開
か
れ

て
い
る
。

　

そ
の
日
に
は
、
臼
や
杵
を
は
じ

め
正
月
用
品
、
野
菜
な
ど
二
百
余

り
の
店
が
道
路
い
っ
ぱ
い
に
並
び
、

終
日
多
く
の
人
で
賑
わ
う
。

　

「
市
」
は
土
の
香
り
と
素
朴
な

人
情
が
感
じ
取
ら
れ
年
末
の
風
物

詩
と
な
っ
て
い
る
。

　

三
日�
、
第
二
回
「
い
の
く
ち

チ
ン
ド
ン
フ
ェ
ス
タ
」
が
い
の
く

ち
椿
館
で
開
催
さ
れ
る
。

　

今
回
は
大
阪
か
ら
「
チ
ン
ド
ン

通
信
社
」
を
迎
え
、
本
物
の
チ
ン

ド
ン
芸
を
お
見
せ
し
ま
す
。

　

ま
た
地
元
「
い
の
く
ち
チ
ン
ド

ン
一
座
」
も
会
場
を
練
り
歩
き
、

賑
わ
い
を
創
出
し
ま
す
。

　

井
口
の
新
た
な
顔
作
り
と
し
て
、

住
民
と
の
ふ
れ
あ
い
や
交
流
を
通

し
て
信
頼
関
係
を
築
き
地
域
商
業

の
活
性
化
を
目
指
し
ま
す
。
お
楽

し
み
抽
選
会
や
旬
満
喫
の
い
の
く

ち
鍋
・
黒
豆
お
に
ぎ
り
な
ど
も
販

売
さ
れ
ま
す
。

初
詣
準
備
に
入
っ
た

櫛
田
神
社

大 門
　

延
喜
式
櫛
田
神
社
は
来
年
の
初

詣
の
準
備
を
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
て

い
る
。

　

参
拝
客
を
十
三
万
〜
四
万
人
と

見
込
む
。ス
サ
ノ
オ
ノ
ミ
コ
ト「
素

戔
嗚
尊
」
と
ク
シ
ナ
ダ
ヒ
メ
ノ
ミ

コ
ト
「
櫛
稲
田
姫
命
」
の
神
話
に

ち
な
ん
だ
同
神
社
特
製
の
「
幸
せ

の
櫛
」
を
は
じ
め
、
破
魔
矢
、
熊

手
な
ど
数
々
の
縁
起
物
を
既
に
取

り
揃
え
た
。

　

参
拝
は
元
日
午
前
零
時
、
花
火

を
合
図
に
始
ま
る
。
厄
払
い
や
家

内
安
全
、
商
売
繁
盛
な
ど
特
別
祈

願
も
同
時
に
受
け
付
け
る
。

　

こ
れ
か
ら
年
末
に
か
け
、
氏
子

ら
に
よ
る
境
内
の
清
掃
や
駐
車
場

整
備
を
行
い
参
拝
客
の
受
け
入
れ

態
勢
を
整
え
る
。

正月用品など多数販売される歳の大市

イベントに定着したチンドンフェスタ

第
二
回
い
の
く
ち

チ
ン
ド
ン
フ
ェ
ス
タ

井 口

今年も大勢の参拝客が予想される櫛田神社

歳
の
大
市

福 野


